




































































































































































































口　　　口口 36（31．9） 32（27．6） 46（51．1）
市販ソフト 42（37．2） 38（32．8） 36（40．0）
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一タヘの あまり無し 0．7495 一〇．1647
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動している。軸の意味の解釈は，相関比が小さいこともありあまり明白では
ないが，1軸の範囲の値が大きいのは1国家試験に対する関心度とコンピュー
タヘの興昧で，どちらも消極的な項目に正のカテゴリー数量が与えられてい
る。2軸で範囲の値が大きいのは，国家試験の関心度とコンピュータの使用
度である。コンピュータを持っていて使っているという項目と，国家試験は
受ける気がないに正のカテゴリー数量が与えられている。前稿でも述べたと
おり，このコンピュータを使っているという項目は，使用内容を見るとほと
んどがゲームであった。
4．考察
　最初はおおいに意欲を持っていた学生も，実際に講義を受けるに従い，い
ろいろな要素によってその意欲が変化していく。変化の原因は講義の内容や
方法にもあるが，学生自身に起因するものも多い。国家試験を知らなかった
が受けてもよいと回答した学生は，7月では激減し1月にはほとんどもとの
状態に回復している。このような積極的でも消極的でもない学生は，非常に
流動的で，ちょっとしたことで意欲を無くし，またちょっとした工夫で回復
をする。学生全体にこの傾向は見られるが，中間層の学生は特にその影響が
大きい。
　成績データとの関係から見るに，成績不振の学生はどちらかといえば当初
からの取り組み方が消極的な学生に多く，娯楽の手段としてコンピュータを
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見ているものが多いといえる。しかし，成績上位集団は，確かに積極的に取
り組む学生は多いが，2軸に対しては満遍なく分布をしている。コンピュー
タを娯楽の対象と見る要素はどの学生にもあり，そのことが成績不振につな
がるということより，取り組む姿勢によるほうが大きいといえる。
　結論としていえることは，開講時点でまったくコンピュータに興昧を示さ
ない学生は，その後の動向に注意を払う必要がある。放棄をしたり，単位が
取得できない学生がこの中に潜在している可能性が多い。そして，これらの
学生や，結果的に単位は取得できても成績のよくない学生に興味を促す方法
として，実際にコンピュータを使った平易な実習を講義の比較的早い時期に
実施するのが望ましいと考えられる。興昧をもつということは，内容に魅力
を感じさせることであり，魅力を持ち続けることはそこから何か感動するも
のが得られなければならない。コンピュータはこんなに簡単に使えて，こん
なに便利なものだと感動させることが必要である。概論の導入部分では特に
このことが重要なのではないだろうか。
　さらに知識がある程度増えた時点では，対外的な認定試験の受験が効果が
あるといえる。全員の強制はかえって逆効果だが，ある程度興昧を示してい
る学生にとって適度な刺激となる。就職のための資格というより，自分の実
力判定のための一つの手段としてとらえてほしいところである。
　最後の付記しておきたいのだが，基礎的なコンピュータの知識を解説した
前期の講義は，結果的には学生の興昧を低下させている。これは，上述した
導入部分での興昧の引き出し方に問題があったと思われる。このことを考慮
して1991年の概論講義では，前期にいくつかの市販ソフトを使って，タイピ
ングの練習や，文章の作成，データの集計計算などを基礎知識の講義と並行
して実施した。その結果，1990年にみられるような興昧の低下は認められず，
さらに4月の時点より，7月の方が興味を持った学生が増加するという逆の
状態となった。対象となる学生の集団が異なるが，平易なコンピュータを認
識させるような実習が学生の興味を引き出すのに効果をあげているといえる。
このデータは1月の最終的なデータが揃うのを待って，また別の機会に報告
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したいと思っている。
注
（1）　白鴎大学論集Vol．5No．2（1990）71－83
（2）使用したプログラムは，文献［11掲載のもの，グラフはLOTUS　l－2－3による
（3）　情報処理検定試験　全国商業高等学校協会主催
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